
 

  

■ 背景 
液中に強力な超音波を入射すると，音響キャビテーショ

ンと呼ばれる多数の気泡が発生する．この気泡は超音波
の圧力変化に同期して膨張収縮を繰り返し，収縮時に
5000 K・1000 atmの高温高圧環境を内部に形成する．近
年，この音響キャビテーションを化学反応場とする汚染物
質や細菌の分解，ナノマテリアルの製造といった応用が
盛んに試みられている．音響キャビテーションを応用する
上では，化学反応場となる気泡内部の状態を支配する気
泡近傍の音圧と気泡粒度分布 (ある直径aの気泡の全体
の気泡に対する割合)を計測し，適切な反応条件を設定
する必要がある． 

音圧は一般的に音場にハイドロホンを挿入することによ
って計測されるが，音響キャビテーションはハイドロホンを
損傷する．また，ハイドロホンによって音波が散乱され，音
場が乱されるという問題もある．このため音響キャビテーシ
ョンを伴う音場を計測する手法は確立されていない． 

 
■ 研究内容 

本研究の目的は，音響キャビテーションを伴う100 kPa
以上の音圧振幅を持つ音場の光学的計測法を確立する
ことである．また，音圧振幅と同時に音響キャビテーション
の重要なパラメータである気泡粒度分布を計測することを
目指している． 

 

提案手法ではFig. 1のように音響キャビテーションが発
生している水中にレーザビームを入射し，その出射光を
計測することによって音圧と気泡粒度分布を計測する．こ
れまでに，(a)超音波がレーザビームに及ぼす擾乱につい
て理論的に検討して，その擾乱から音圧を計測する手法
を考案1)し，また(b)気泡によって回折されたレーザのパタ
ーンから粒度分布を計測する手法を考案2)した．  

提案手法による計測結果をFig. 2に示す．音圧はFig. 1
に示すような水槽の液面から計測位置を走査しながら計
測した結果をした．音圧振幅は理論値とよく一致している
ことがわかる．また，計測した気泡粒度分布から求めた気
泡平均直径の時間変化も画像計測によるリファレンス値と
良く一致していることが分かる．以上によって，音響キャビ
テーションを伴う音場の音圧振幅計測法を確立した．加え
て，提案手法によって音響キャビテーションの気泡粒度分
布の同時計測が可能であることを示した． 
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